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Ⅲ 汚染物処理、液状化対策などを含む一貫した対策(案) 
 

１． 土壌汚染対策の前処理として、ベンゼン、シアン化合物の濃度を下げるため、原位置による微生

物処理を検討する。 
 

２． 一貫した対策(案)として、以下の 5案を示す。 
 

案-1：掘削処理案１ 

○ 汚染土壌は掘削処理を行う。ベンゼンとシアン化合物及び重金属を含む土壌は、洗浄処理を

行う。また、ベンゼンのみを含む土壌は、既設の都域内加熱処理プラントを利用して、処理

する。なお、洗浄処理プラントは仮設として、豊洲新市場予定地内または、その近傍地に設

置する。 

 

案-2：掘削処理案２ 

○ 汚染土壌は掘削処理を行う。ベンゼンとシアン化合物を含む土壌は中温加熱処理を行う。ま

た、重金属を含む土壌は洗浄処理を行う。なお、中温加熱処理プラント及び洗浄処理プラン

トは仮設として、豊洲新市場予定地内または、その近傍地に設置する。 

 

案-3：掘削処理案３ 

○ 汚染土壌は掘削処理を行う。ベンゼンとシアン化合物及び重金属を含む土壌は、洗浄処理を

行う。東京ガス㈱操業時の地盤面(A.P.+4m)から深さ2m(A.P.+2m)までの処理基準の10倍を超

えるベンゼンのみを含む土壌は、既設の都域内加熱処理プラントを利用して、処理する。ま

た、東京ガス㈱操業時の地盤面(A.P.+4m)から深さ2m(A.P.+2m)より深い箇所にあるベンゼン

のみを含む土壌は、掘削し、臨海部の土地を借用して微生物処理を行う。なお、洗浄処理プ

ラントは仮設として、豊洲新市場予定地内または、その近傍地に設置する。 

 

案-4：原位置処理案 

○ 汚染土壌は掘削処理及び原位置処理を行う。ベンゼンとシアン化合物及び重金属を含む土壌

は、洗浄処理を行う。東京ガス㈱操業時の地盤面(A.P.+4m)から深さ2m(A.P.+2m)までの処理

基準の10倍を超えるベンゼンのみを含む土壌は、既設の都域内加熱処理プラントを利用して

処理する。また、東京ガス㈱操業時の地盤面(A.P.+4m)から深さ2m(A.P.+2m)より深い箇所に

あるベンゼンのみを含む土壌は、原位置での微生物処理を行う。なお、洗浄処理プラントは

仮設として、豊洲新市場予定地内または、その近傍地に設置する。 

 

案-5：市場建物と一体となった対策 

○ 汚染土壌は掘削処理を行う。ベンゼンとシアン化合物及び重金属を含む土壌は、洗浄処理を

行う。また、ベンゼンのみを含む土壌は、既設の都域内加熱処理プラントを利用して、処理

する。なお、洗浄処理プラントは仮設として、豊洲新市場予定地内または、その近傍地に設

置する。 

○ 建物（青果棟、水産卸棟、水産仲卸棟）建設地については、汚染土壌の処理後、埋め戻し

（A.P.+2.0m～A.P.+6.5m）は行わず、この部分の地下空間を利用する。 
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各案における工法の組み合わせ一覧 
 

案 汚染土壌処理 遮水壁 液状化対策 汚染地下水処理 特徴 

案-1 

掘削処理案１ 

○洗浄処理 

○低温加熱処理（ベンゼンのみを含む土壌） 

【道路側】 

PC 壁体遮水壁 

【護岸側】 

シート遮水壁 

【5街区及び7街区の一部】 

 格子状固化工法 

【6 街区及び 7 街区】 

 静的砂杭締固め工法 

【汲み上げ方法】 

揚水・ガス吸引処理 

【水処理】 

ベンゼン ：曝気処理又は気液接触処理 

ｼｱﾝ化合物：アルカリ塩素法又は紺青法 

重金属   ：凝集沈殿法 

・ 仮設の洗浄処理プラントを豊洲新市場予定地内または、

その近傍地に設置する。 

・ 既存の加熱処理プラントを利用する。 

案-2 

掘削処理案 2 

○洗浄処理 

○中温加熱処理（ベンゼンとシアン化合物を含む

土壌） 

【道路側】 

PC 壁体遮水壁 

【護岸側】 

シート遮水壁 

【5街区及び7街区の一部】 

 格子状固化工法 

【6 街区及び 7 街区】 

 静的砂杭締固め工法 

【汲み上げ方法】 

揚水・ガス吸引処理 

【水処理】 

ベンゼン ：曝気処理又は気液接触処理 

ｼｱﾝ化合物：アルカリ塩素法又は紺青法 

重金属   ：凝集沈殿法 

・仮設の洗浄処理プラント及び加熱処理プラントを豊洲新

市場予定地内または、その近傍地に設置する。 

・ベンゼンとシアン化合物を含む土壌を中温加熱処理する。 

案-3 

掘削処理案 3 

○洗浄処理 

○低温加熱処理(A.P.+2m～A.P.+4m までの処理基

準の 10 倍を超えるベンゼンのみを含む土壌) 

○掘削バイオ処理（A.P.+2m 以深のベンゼンのみ

を含む土壌） 

【道路側】 

PC 壁体遮水壁 

【護岸側】 

シート遮水壁 

【5街区及び7街区の一部】 

 格子状固化工法 

【6 街区及び 7 街区】 

 静的砂杭締固め工法 

【汲み上げ方法】 

揚水・ガス吸引処理 

【水処理】 

ベンゼン ：曝気処理又は気液接触処理 

ｼｱﾝ化合物：アルカリ塩素法又は紺青法 

重金属   ：凝集沈殿法 

・ 仮設の洗浄処理プラントを豊洲新市場予定地内または、

その近傍地に設置する。 

・ 既存の加熱処理プラントを利用する。 

・ 微生物処理ための臨海部に土地を確保する。 

案-4 

原位置処理案 

○洗浄処理 

○低温加熱処理(A.P.+2m～A.P.+4m までの処理基

準の 10 倍を超えるベンゼンのみを含む土壌) 

○原位置バイオ処理（A.P.+2m 以深のベンゼンの

みを含む土壌） 

【道路側】 

PC 壁体遮水壁 

【護岸側】 

シート遮水壁 

【5街区及び7街区の一部】 

 格子状固化工法 

【6 街区及び 7 街区】 

 静的砂杭締固め工法 

【汲み上げ方法】 

揚水・ガス吸引処理 

【水処理】 

ベンゼン ：曝気処理又は気液接触処理 

ｼｱﾝ化合物：アルカリ塩素法又は紺青法 

重金属   ：凝集沈殿法 

・ 仮設の洗浄処理プラントを豊洲新市場予定地内または、

その近傍地に設置する。 

・ 既存の加熱処理プラントを利用する。 

・ 原位置での微生物処理を行うため、掘削土量を少なくす

ることが出来る。 

案-5 

市場建物と一体

となった対策 

○洗浄処理 

○低温加熱処理（ベンゼンのみを含む土壌） 

【道路側】 

PC 壁体遮水壁 

【護岸側】 

シート遮水壁 

【5街区及び7街区の一部】 

 格子状固化工法 

【6 街区及び 7 街区】 

 静的砂杭締固め工法 

【汲み上げ方法】 

揚水・ガス吸引処理 

【水処理】 

ベンゼン ：曝気処理又は気液接触処理 

ｼｱﾝ化合物：アルカリ塩素法又は紺青法 

重金属   ：凝集沈殿法 

・ 仮設の洗浄処理プラントを豊洲新市場予定地内または、

その近傍地に設置する。 

・ 既存の加熱処理プラントを利用する。 

・ A.P.+2.0m～A.P.+6.5m は埋め戻しを行わず、地下空間を

利用する。 
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工事の全体フロー図（案-1：掘削処理案１） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

凝集沈澱処理･･････ 

揚水曝気処理･･････ 

A.P.+2m～A.P.+4mの土壌掘削 

(ベンゼン汚染土壌はテント掘削･･･････) 

 

盛土部の掘削 
船舶運搬･･････ 

処理 

土壌は汚染されていないが、地下水の

みが汚染されている箇所 

地下水汲み上げ 

揚水・ガス吸引処理･････････････ 

埋め戻し（A.P.+2m以深） 

A.P.+2m以深の汚染土壌掘削 

(ベンゼン汚染土壌はテント掘削･･･････) 

地下水汲み上げ 

小口径井戸･･････ 

液状化対策 5街区及び 7街区の一部 

格子状固化工法･･････※ 

 

液状化対策 6,7 街区 

静的砂杭締固め工法･･････※ 

継続浄化･･････ 

街区周縁に遮水壁の設置 

各街区毎に浄化施設設置 

・ベンゼン：曝気処理又は気液接触処理 

・シアン化合物：アルカリ塩素法又は紺青法 

・重金属：凝集沈殿処理 

 

土壌を仮置き   

浄化 

処理 

下水放流 

砕石層の設置(A.P.+2.0m) 

埋め戻し（A.P.+2.0m～A.P.+6.5m） 

市場施設完成後の地下水位・水質

のモニタリング施設設置 

（井戸・ポンプほか） 

 

処分 

仮設桟橋設置･･････ 

工事準備 

10 倍以下 

10 倍超過 

埋立用の土として活用 

10 倍超過 低温加熱処理              ベンゼン 

洗浄処理                 ｼｱﾝ化合物、重金属 

（水処理は       ）    ﾍﾞﾝｾﾞﾝ＋ｼｱﾝ化合物  

ｼｱﾝ化合物＋重金属 

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ+ｼｱﾝ化合物＋重金属  

道路側・・・・・PC 壁体遮水壁･･････ 

護岸側・・・・・シート遮水壁････････････ 

洗浄処理                 ｼｱﾝ化合物、重金属 

（水処理は       ）     ﾍﾞﾝｾﾞﾝ＋ｼｱﾝ化合物  

ｼｱﾝ化合物＋重金属  

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ＋ｼｱﾝ化合物＋重金属  

低温加熱処理              ベンゼン 10 倍以下 

低温加熱処理             ベンゼン 

洗浄処理                 ｼｱﾝ化合物、重金属 

（水処理は       ）    ﾍﾞﾝｾﾞﾝ＋ｼｱﾝ化合物  

凡例 

東京ガス㈱操業時の地盤面 (A.P.+4m)か

ら深さ 2m(A.P.+2m)までの土壌  

東京ガス㈱操業時の地盤面 (A.P.+4m)か

ら深さ 2m(A.P.+2m)より深い箇所の土壌  

リサイクル 

地下水浄化確認 

（観測井戸設置） 

【洗浄後の土量割合】 

細粒分 35％～40％ 

粗粒分 60％～65％ 

船舶運搬･･････ 揚土船活用･･････ 

地下水汲み上げ 

揚水・ガス吸引処理････････････ 

汚染土壌範囲に矢板を打設 

 

※ 砂杭締め固め、格子状固化については、代表的な工法を記載した。 

 埋戻し土 
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工事の全体フロー図（案-2：掘削処理案 2） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例 

東京ガス㈱操業時の地盤面 (A.P.+4m)か

ら深さ 2m(A.P.+2m)までの土壌  

東京ガス㈱操業時の地盤面 (A.P.+4m)か

ら深さ 2m(A.P.+2m)より深い箇所の土壌  

埋立用の土として活用 

中温加熱処理              ﾍﾞﾝｾﾞﾝ  

                        ﾍﾞﾝｾﾞﾝ＋ｼｱﾝ化合物  

洗浄処理                  ｼｱﾝ化合物、重金属 

（水処理は       ）    

中温加熱処理              ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 

                  ﾍﾞﾝｾﾞﾝ＋ｼｱﾝ化合物 

洗浄処理                 ｼｱﾝ化合物、重金属 

（水処理は       ）      ｼｱﾝ化合物＋重金属 

                ﾍﾞﾝｾﾞﾝ＋ｼｱﾝ化合物＋重金属 

凝集沈澱処理･･････ 

揚水曝気処理･･････ 

 

盛土部の掘削 

処理 

処分 

埋め戻し（A.P.+2m以深） 

 

A.P.+2m以深の汚染土壌掘削 

(ベンゼン汚染土壌はテント掘削･･･････) 

地下水汲み上げ 

小口径井戸･･････ 

街区周縁に遮水壁の設置 

各街区毎に浄化施設設置 

・ベンゼン：曝気処理又は気液接触処理 

・シアン化合物：アルカリ塩素法又は紺青法 

・重金属：凝集沈殿処理 

浄化 

下水放流 

砕石層の設置(A.P.+2.0m) 

埋め戻し（A.P.+2.0m～A.P.+6.5m） 

市場施設完成後の地下水位・水質

のモニタリング施設設置 

（井戸・ポンプほか） 

仮設桟橋設置･･････ 

工事準備 

10 倍以下 

10 倍超過 

10 倍超過 

中温加熱処理              ﾍﾞﾝｾﾞﾝ  

                  ﾍﾞﾝｾﾞﾝ＋ｼｱﾝ化合物 

洗浄処理                 ｼｱﾝ化合物、重金属  

（水処理は       ）     ｼｱﾝ化合物＋重金属 

                ﾍﾞﾝｾﾞﾝ＋ｼｱﾝ化合物＋重金属 

10 倍以下 

道路側・・・・・PC 壁体遮水壁･･････ 

護岸側・・・・・シート遮水壁････････････ 

A.P.+2m～A.P.+4mの土壌掘削 

(ベンゼン汚染土壌はテント掘削･･･････) 

地下水汲み上げ 

揚水・ガス吸引処理････････････ 

船舶輸送･･････ 揚土船活用･･････ 

船舶輸送･･････ 
土壌を仮置き 

 

リサイクル 

【洗浄後の土量割合】 

細粒分 35％～40％ 

粗粒分 60％～65％ 

液状化対策 5街区及び 7街区の一部 

格子状固化工法･･････※ 

液状化対策 6,7 街区 

静的砂杭締固め工法･･････※ 

継続浄化･･････ 

地下水浄化確認 

（観測井戸設置） 

処理 

汚染土壌範囲に矢板を打設 

 

土壌は汚染されていないが、地下水の

みが汚染されている箇所 

地下水汲み上げ 

揚水・ガス吸引処理･･････････････ 

埋戻し土 

※ 砂杭締め固め、格子状固化については、代表的な工法を記載した。 
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工事の全体フロー図（案-3：掘削処理案３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

汚染土壌範囲に矢板を打設 

 

盛土部の掘削 

街区周縁に遮水壁の設置 

浄化 

処理 

処理 

砕石層の設置(A.P.+2.0m) 

埋め戻し（A.P.+2.0m～A.P.+6.5m） 

市場施設完成後の地下水位・水質

のモニタリング施設設置 

（井戸・ポンプほか） 

処分 

仮設桟橋設置･･････ 

工事準備 

10 倍以下 

10 倍超過 

10 倍超過 

10 倍以下 

凡例 

東京ガス㈱操業時の地盤面 (A.P.+4m)か

ら深さ 2m(A.P.+2m)までの土壌  

東京ガス㈱操業時の地盤面 (A.P.+4m)か

ら深さ 2m(A.P.+2m)より深い箇所の土壌  

A.P.+2m～A.P.+4mの土壌掘削 

(ベンゼン汚染土壌はテント掘削･･･････) 

地下水汲み上げ 

揚水・ガス吸引処理････････････ 

洗浄処理                 ｼｱﾝ化合物、重金属  

（水処理は       ）    ﾍﾞﾝｾﾞﾝ＋ｼｱﾝ化合物  

ｼｱﾝ化合物＋重金属  

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ＋ｼｱﾝ化合物＋重金属  

洗浄処理                 ｼｱﾝ化合物、重金属  

（水処理は       ）    ﾍﾞﾝｾﾞﾝ＋ｼｱﾝ化合物  

ｼｱﾝ化合物＋重金属  

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ＋ｼｱﾝ化合物＋重金属  

低温加熱処理             ベンゼン 

洗浄処理                 ｼｱﾝ化合物、重金属  

（水処理は       ）    ﾍﾞﾝｾﾞﾝ＋ｼｱﾝ化合物  

道路側・・・・・PC 壁体遮水壁･･････ 

護岸側・・・・・シート遮水壁････････････ 

掘削微生物処理           ベンゼン  

掘削微生物処理            ベンゼン  

液状化対策 5街区及び 7街区の一部 

格子状固化工法･･････※ 

  

液状化対策 6,7 街区 

静的砂杭締固め工法･･････※ 

継続浄化･･････ 

リサイクル 

【洗浄後の土量割合】 

細粒分 35％～40％ 

粗粒分 60％～65％ 

埋立用の土として活用 

船舶輸送･･････ 
土壌を仮置き 

地下水浄化確認 

（観測井戸設置） 

船舶輸送･･････ 揚土船活用･･････ 

土壌は汚染されていないが、地下水の

みが汚染されている箇所 

地下水汲み上げ 

揚水・ガス吸引処理･･････････････ 

埋め戻し（A.P.+2m以深） 

A.P.+2m以深の汚染土壌掘削 

(ベンゼン汚染土壌はテント掘削･･･････) 

地下水汲み上げ 

小口径井戸･･････ 

汚染土壌範囲に矢板を打設 
凝集沈澱処理･･････ 

揚水曝気処理･･････ 

 各街区毎に浄化施設設置 
・ベンゼン：曝気処理又は気液接触処理 

・シアン化合物：アルカリ塩素法又は紺青法 

・重金属：凝集沈殿処理 
下水放流 

※ 砂杭締め固め、格子状固化については、代表的な工法を記載した。 

埋戻し土 



 

 3 - 6 

10 倍以下 洗浄処理                 ｼｱﾝ化合物、重金属  

（水処理は       ）    ﾍﾞﾝｾﾞﾝ＋ｼｱﾝ化合物  

ｼｱﾝ化合物＋重金属  

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ＋ｼｱﾝ化合物＋重金属  

埋立用の土として活用 

工事の全体フロー図（案-4：原位置処理案 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土壌は汚染されていないが、地下水の

みが汚染されている箇所 

地下水汲み上げ 

揚水・ガス吸引処理･･････････････ 

埋め戻し（A.P.+2m以深） 

A.P.+2m以深の汚染土壌掘削 

(ベンゼン汚染土壌はテント掘削･･･  ････) 

地下水汲み上げ 

小口径井戸･･････ 

汚染土壌範囲に矢板を打設 

盛土部の掘削 

街区周縁に遮水壁の設置 

土壌を仮置き 

浄化 

船舶輸送･･････ 

処理 

処理 

砕石層の設置(A.P.+2.0m) 

埋め戻し（A.P.+2.0m～A.P.+6.5m） 

市場施設完成後の地下水位・水質

のモニタリング施設設置 

（井戸・ポンプほか） 
 

処分 

仮設桟橋設置･･････ 

工事準備 

10 倍以下 

10 倍超過 

10 倍超過 

A.P.+2m以深の汚染土壌 

原位置処理 

10 倍以下 

10 倍超過 

原位置微生物処理  

ベンゼン  

処理 

A.P.+2m～A.P.+4mの土壌掘削 

(ベンゼン汚染土壌はテント掘削･･･････) 

地下水汲み上げ 

揚水・ガス吸引処理････････････ 

洗浄処理                 ｼｱﾝ化合物、重金属  

（水処理は       ）    ﾍﾞﾝｾﾞﾝ＋ｼｱﾝ化合物  

ｼｱﾝ化合物＋重金属  

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ＋ｼｱﾝ化合物＋重金属  

低温加熱処理             ベンゼン 

洗浄処理                 ｼｱﾝ化合物、重金属  

（水処理は       ）    ﾍﾞﾝｾﾞﾝ＋ｼｱﾝ化合物  

道路側・・・・・PC 壁体遮水壁･･････ 

護岸側・・・・・シート遮水壁････････････ 

液状化対策 5街区及び 7街区の一部 

格子状固化工法･･････※ 

  

液状化対策 6,7 街区 

静的砂杭締固め工法･･････※ 

継続浄化･･････ 

リサイクル 

【洗浄後の土量割合】 

細粒分 35％～40％ 

粗粒分 60％～65％ 

船舶輸送･･････ 揚土船活用･･････ 

地下水浄化確認 

（観測井戸設置） 

凡例 

東京ガス㈱操業時の地盤面 (A.P.+4m)か

ら深さ 2m(A.P.+2m)までの土壌  

東京ガス㈱操業時の地盤面 (A.P.+4m)か

ら深さ 2m(A.P.+2m)より深い箇所の土壌  

凝集沈澱処理･･････ 

揚水曝気処理･･････ 

 各街区毎に浄化施設設置 
・ベンゼン：曝気処理又は気液接触処理 

・シアン化合物：アルカリ塩素法又は紺青法 

・重金属：凝集沈殿処理 
下水放流 

※ 砂杭締め固め、格子状固化については、代表的な工法を記載した。 

埋戻し土 

 



 

 3 - 7 

10 倍超過 低温加熱処理              ベンゼン 

洗浄処理                 ｼｱﾝ化合物、重金属  

（水処理は       ）    ﾍﾞﾝｾﾞﾝ＋ｼｱﾝ化合物  

ｼｱﾝ化合物＋重金属  

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ＋ｼｱﾝ化合物＋重金属 

工事の全体フロー図（案-5：市場建物と一体となった対策） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

A.P.+2m～A.P.+4mの土壌掘削 

(ベンゼン汚染土壌はテント掘削･･･････) 

 

盛土部の掘削 

地下水汲み上げ 

揚水・ガス吸引処理････････････

船舶輸送･･････ 

処理 

土壌は汚染されていないが、地下水の

みが汚染されている箇所 

地下水汲み上げ 

揚水・ガス吸引処理･･････････････ 

埋め戻し（A.P.+2m以深） 

 

A.P.+2m以深の汚染土壌掘削 

(ベンゼン汚染土壌はテント掘削･･･････) 

地下水汲み上げ 

小口径井戸･･････ 

液状化対策 5街区及び 7街区の一部 

格子状固化工法･･････※ 

  

液状化対策 6,7 街区 

静的砂杭締固め工法･･････※ 

継続浄化･･････ 

街区周縁に遮水壁の設置 

土壌を仮置き 

浄化 

処理 

建物建設地以外 

埋め戻し（A.P.+2.0m～A.P.+6.5m） 

処分 

仮設桟橋設置･･････ 

工事準備 

10 倍以下 

10 倍超過 

埋立用の土として活用 

道路側・・・・・PC 壁体遮水壁･･････ 

護岸側・・・・・シート遮水壁････････････ 

洗浄処理                 ｼｱﾝ化合物、重金属  

（水処理は       ）    ﾍﾞﾝｾﾞﾝ＋ｼｱﾝ化合物  

ｼｱﾝ化合物＋重金属  

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ＋ｼｱﾝ化合物＋重金属  

低温加熱処理              ベンゼン 10 倍以下 

低温加熱処理             ベンゼン 

洗浄処理                 ｼｱﾝ化合物、重金属  

（水処理は       ）    ﾍﾞﾝｾﾞﾝ＋ｼｱﾝ化合物  

凡例 

東京ガス㈱操業時の地盤面 (A.P.+4m)か

ら深さ 2m(A.P.+2m)までの土壌  

東京ガス㈱操業時の地盤面 (A.P.+4m)か

ら深さ 2m(A.P.+2m)より深い箇所の土壌  

リサイクル 

地下水浄化確認 

（観測井戸設置） 

【洗浄後の土量割合】 

細粒分 35％～40％ 

粗粒分 60％～65％ 

船舶輸送･･････ 揚土船活用･･････ 

汚染土壌範囲に矢板を打設 

 

砕石層の設置(A.P.+2.0m) 

建物建設地（青果棟・水産卸棟・水産仲卸棟） 

市場施設完成後の地下水位・水質のモニタ

リング施設設置（井戸・ポンプほか） 

建物建設地以外 

市場施設完成後の地下水位・水質のモニタ

リング施設設置（井戸・ポンプほか） 

建物建設 

（地下空間部分を含む） 

地下水浄化確認 

（観測井戸設置） 

凝集沈澱処理･･････ 

揚水曝気処理･･････ 

 各街区毎に浄化施設設置 
・ベンゼン：曝気処理又は気液接触処理 

・シアン化合物：アルカリ塩素法又は紺青法 

・重金属：凝集沈殿処理 
下水放流 

埋戻し土 

※ 砂杭締め固め、格子状固化については、代表的な工法を記載した。 


